
（1）第1534号 日 医 ニ ュ ー ス 〔昭和42年3月4日第3種郵便物認可〕令和7年9月5日

〒113－8621 東京都文京区本駒込2－28－16
電話 03－3946－2121（代）
FAX 03－3946－6295
E-mail wwwinfo@po.med.or.jp
https://www.med.or.jp/

発
行
所

毎月2回　5日・20日発行　定価　2,400円／年（郵税共）No. 15342025. 9. 5

●	定例記者会見	
	 … …………… 2～ 3面
●	�「令和8年度 医療に関する
税制要望」まとまる	
… ………………… 4面

●	�世界医師会（WMA）	
モンテビデオ理事会 	
若手医師の会議参加報告	
… ………………… 6面

松
本
吉
郎
会
長
は
８
月
８

日
、
都
内
で
行
わ
れ
た
署
名

式
に
出
席
し
、
周
慶
明
台
湾

医
師
会
長
と
共
に
「
日
本
医

師
会
と
台
湾
医
師
会
間
の
友

好
医
師
会
協
定
書
」
に
署
名

し
た
。

署
名
式
に
は
、

田
徹
副

会
長
、
濵
口
欣
也
常
任
理
事
、

台
湾
医
師
会
か
ら
林
逸
民
国

策
顧
問
、
呉
運
東
無
任
所
大

使
（
元
会
長
）
ら
が
出
席
し

た
他
、
台
北
駐
日
経
済
文
化

代
表
処
の
蔡
明
耀
副
代
表
が

列
席
し
た
。

日
本
医
師
会
と
台
湾
医
師

会
は
、
昨
年
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
と
花
蓮
地
震
で
も

相
互
支
援
を
行
う
な
ど
、
長
年

に
わ
た
り
友
好
関
係
を
深
め

て
き
て
お
り
、
平
成
27
年
に

は
「
災
害
時
の
医
療
・
救
護

支
援
に
お
け
る
医
師
の
派
遣

と
支
援
体
制
の
相
互
承
認
に

関
す
る
日
本
医
師
会
と
台
湾

医
師
会
と
の
間
の
協
定
」
を

締
結
し
て
い
る
。

ま
た
、
両
医
師
会
の
強
固

な
関
係
は
、
両
医
師
会
間
の

交
流
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
ジ

ア
大
洋
州
医
師
会
連
合
や
世

界
医
師
会
に
お
け
る
グ
ロ
ー

バ
ル
ヘ
ル
ス
の
課
題
に
対

し
、
協
力
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
。

今
回
の
協
定
締
結
は
台
湾

医
師
会
か
ら
の
提
案
に
よ

り
、
両
医
師
会
間
の
相
互
理

解
と
交
流
を
促
進
し
、
更
に

友
好
関
係
を
強
化
す
る
こ
と

を
目
指
す
も
の
。
そ
の
内
容

は
、
（
１
）
医
学
の
発
展
と

個
人
の
健
康
及
び
公
衆
衛
生

の
向
上
に
貢
献
す
る
た
め
、

両
医
師
会
は
医
療
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流
と

協
力
を
行
う
、
（
２
）
国
際

的
な
医
療
連
携
を
図
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
の
発
展
に

貢
献
す
る
た
め
、
両
医
師
会

は
、
国
際
機
関
及
び
関
連
活

動
へ
の
参
加
に
お
い
て
相
互

に
支
援
す
る
、
（
３
）
こ
の

協
定
書
に
定
め
の
な
い
事
項

や
こ
の
協
定
書
の
解
釈
に
疑

義
が
生
じ
た
場
合
、
両
医
師

会
が
誠
意
を
も
っ
て
協
議

し
、
そ
の
解
決
に
当
た
る

─
の
３
点
か
ら
な
っ
て
い

る
。松

本
会
長
は
あ
い
さ
つ
の

中
で
、
「
こ
れ
ま
で
の
友
好

関
係
を
友
好
医
師
会
協
定
の

締
結
と
い
う
、
よ
り
確
固
た

る
形
と
し
て
結
実
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
、
両
医

師
会
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
る
」
と
述
べ
、
協
定

締
結
の
意
義
を
強
調
し
た
。

て
、
基
本
診
療
料
を
中
心
と

し
た
引
き
上
げ
が
必
要
な
理

由
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

期
中
改
定
の
実
施
を
訴
え
た
。

公
定
価
格
を
引
き
上
げ
な

け
れ
ば
人
材
流
出
に
拍
車

が
掛
か
る�

�

─
城
守
常
任
理
事城守常任理事

続
い
て
城
守
常
任
理
事

は
、
（
１
）
８
月
４
日
の
中

央
最
低
賃
金
審
議
会
で
公
表

さ
れ
た
「
令
和
７
年
度
地
域

別
最
低
賃
金
額
改
定
の
目

安
」
の
と
お
り
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
場
合
、
全
国
加
重
平

均
は
昨
年
の
１
０
５
５
円
か

ら
63
円
上
が
り
１
１
１
８
円

（
プ
ラ
ス
５
・
97
％
）
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
、
（
２
）

８
月
７
日
に
は
人
事
院
か
ら

令
和
７
年
度
の
国
家
公
務
員

給
与
を
平
均
３
・
62
％
引
き

上
げ
る
よ
う
勧
告
が
な
さ

れ
、
11
月
以
降
に
公
布
施
行

さ
れ
る

─
こ
と
を
説
明
。

更
に
、
こ
の
数
年
、
最
低

賃
金
は
４
～
６
％
前
後
の
伸

び
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、

医
療
は
公
定
価
格
で
運
営
さ

れ
て
お
り
、
診
療
報
酬
改
定

は
２
年
に
一
度
の
み
で
、
そ

の
本
体
改
定
率
は
令
和
４
年

度
改
定
で
は
プ
ラ
ス
０
・

43
％
、
令
和
６
年
度
改
定
で

は
プ
ラ
ス
０
・
88
％
と
、
最

低
賃
金
や
人
事
院
勧
告
の
高

い
伸
び
率
、
「
骨
太
の
方
針

２
０
２
５
」
の
注
釈
で
も
示

さ
れ
た
２
０
２
５
年
春
季
労

使
交
渉
の
平
均
賃
上
げ
率

５
・
26
％
等
に
対
応
で
き
る

よ
う
な
状
況
で
は
な
い
こ
と

を
指
摘
し
た
。

同
常
任
理
事
は
、
「
医
療

職
は
専
門
的
な
教
育
を
受

け
、
職
務
内
容
を
反
映
し
た

賃
金
体
系
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
が
マ
ス
コ
ミ
で
報

道
さ
れ
る
よ
う
な
最
低
賃
金

に
近
い
状
態
に
な
っ
て
く
る

と
、
他
産
業
へ
の
人
材
流
出

に
更
に
拍
車
が
掛
か
る
こ
と

は
明
白
で
、
介
護
に
お
け
る

人
材
流
出
は
更
に
深
刻
な
状

況
で
あ
る
」
と
述
べ
、
公
定

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の

更
な
る
引
き
上
げ
で
の
対

応
は
困
難    

─
松
本
会
長

冒
頭
、
松
本
会
長
は
最
低

賃
金
に
つ
い
て
、
プ
ラ
ス

５
・
97
％
が
見
込
ま
れ
、
２

０
２
５
年
春
季
労
使
交
渉
の

平

均

賃

上

げ

率

が

５
・

26
％
、
人
事
院
勧
告
が
３
・

62
％
な
ど
、
賃
上
げ
に
関
す

る
指
標
が
軒
並
み
高
水
準
で

上
が
っ
て
い
る
こ
と
に
言

及
。
一
方
、
医
療
機
関
は
人

員
配
置
基
準
の
要
件
も
あ

り
、
医
療
職
一
人
当
た
り
の

労
働
生
産
性
を
上
げ
て
全
体

の
人
数
を
減
ら
す
よ
う
な
対

応
は
難
し
い
状
況
で
、
人
員

を
確
保
し
続
け
る
必
要
が
あ

る
と
説
明
。
更
に
、
東
京
商

工
リ
サ
ー
チ
の
調
査
で
は
今

年
上
期
の
医
療
機
関
の
倒
産

件
数
が
16
年
ぶ
り
の
高
水
準

と
な
り
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク
の
調
査
で
も
上
半
期
に
お

け
る
医
療
機
関
の
倒
産
が
過

去
最
多
の
ペ
ー
ス
と
な
っ
て

い
る
な
ど
、
極
め
て
憂
慮
す

べ
き
状
況
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
「
診
療
報
酬

は
公
定
価
格
で
あ
り
、
賃
上

げ
に
と
て
も
対
応
で
き
る
状

況
に
は
な
い
。
特
に
最
低
賃

金
は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
の
対
象
と
し
て
含
ま
れ
な

い
医
療
機
関
の
従
事
者
に
大

き
な
影
響
が
あ
る
た
め
、
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
更
な

る
引
き
上
げ
で
対
応
す
る
こ

と
に
は
無
理
が
あ
る
」
と
し

日
本
医
師
会

台
湾
医
師
会
と
の
間
で

          

友
好
医
師
会
協
定
を
締
結

松本会長（左）と周台湾医師会長

価
格
の
引
き
上

げ
が
必
須
で
あ

る
と
し
た
。

特
に
最
低
賃

金
は
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料

の
対
象
と
し
て

含
ま
れ
な
い
「
専
ら
事
務
作

業
を
行
う
者
」
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
更
な
る

引
き
上
げ
で
は
な
く
、
基
本

診
療
料
を
中
心
に
引
き
上
げ

る
べ
き
と
し
、
「
最
低
賃
金

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
今
秋
か

ら
年
末
に
向
け
て
期
中
改
定

が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
、

国
に
働
き
掛
け
て
い
き
た

い
」
と
の
意
向
を
示
し
た
。

最
低
賃
金
、人
事
院
勧
告
の
引
き
上
げ
等
を
受
け

  

期
中
改
定
の
必
要
性
を
国
に
訴
え
て
い
く
考
え
を
示
す

松
本
会
長
、
城
守
常
任
理
事

　松本吉郎会長と城守国斗常任理事は8月20日に記者会見を行い、医
療機関の経営悪化が深刻化している状況を踏まえ、最低賃金が引き上
げられる今秋から年末に向けて期中改定が必要だとの認識を改めて強
調し、国に働き掛けていく姿勢を示した。

　日本医師会の公式 YouTube チャンネルで
は定例記者会見の他、健康に役立つさまざ
まな情報を紹介した「教えて！日医君！ 」
シリーズなどの動画を掲載しています。
　ぜひ、ご覧頂くとともに便利なチャンネル
登録をお願いします。

公益社団法人 日本医師会
公式 YouTube チャンネル
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紙
カ
ル
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利
用
の
診
療
所
の

 

電
子
化
対
応
可
能
性
に

関
す
る
調
査
に
つ
い
て
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マ
イ
ナ
保
険
証
の

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
搭
載
対
応

に
つ
い
て

8
月
6
日

長
島
公
之
常
任
理
事
は
、

「
紙
カ
ル
テ
利
用
の
診
療
所

の
電
子
化
対
応
可
能
性
に
関

す
る
調
査
」
の
集
計
結
果
を

報
告
し
た
上
で
、
日
本
医
師

会
の
見
解
を
説
明
し
た
。

今
回
の
調
査
は
本
年
４
月

18
日
～
６
月
１
日
に
全
国
の

紙
カ
ル
テ
利
用
中
の
診
療
所

を
対
象
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
回
答
を
得
た

も
の
で
あ
り
、
有
効
回
答
数

５
４
６
６
件
（
無
床
診
療
所

91
・
０
％
、
有
床
診
療
所
９
・

０
％
）
で
あ
っ
た
。

同
常
任
理
事
は
ま
ず
、
調

査
を
行
っ
た
目
的
に
つ
い

て
、
紙
カ
ル
テ
利
用
中
の
診

療
所
が
、
今
後
、
電
子
カ
ル

テ
の
導
入
が
可
能
か
否
か
、

不
可
能
な
場
合
は
そ
の
理
由

は
何
か
、
導
入
可
能
な
場
合

は
電
子
カ
ル
テ
の
種
類
と
導

入
時
期
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
あ
る
と
し
、
具
体

的
な
結
果
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

電
子
カ
ル

テ
の
導
入
可

能
性
に
関
し

て
は
、「
導
入

不
可
能
（
紙

カ
ル
テ
の
ま

ま
）」
が
54
・

２

％
、
「
紙

カ
ル
テ
の
ま

ま
で
国
開
発

の
標
準
型
電

子
カ
ル
テ
に

よ
る
情
報
共

有
機
能
併
用
」

が
22
・
８
％

で
あ
り
、
紙

カ
ル
テ
を
必

要
と
す
る
回

答

が

77
・

０
％
で
あ
っ

た
と
し
、
現

在
、
紙
カ
ル

テ
を
利
用
し

て
い
る
診
療

所
の
４
分
の

３
が
紙
カ
ル

テ
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
し

た
。ま

た
、
電
子
カ
ル
テ
を
導

入
し
て
紙
カ
ル
テ
か
ら
電
子

カ
ル
テ
に
移
行
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
診
療
所
は
、
「
民

間
製
品
電
子
カ
ル
テ
」
「
標

準
型
電
子
カ
ル
テ
」
を
合
わ

せ
て
23
・
０
％
で
あ
っ
た
。

電
子
カ
ル
テ
導
入
不
可
能

と
回
答
し
た
診
療
所
に
関
す

る
分
析
で
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
回

答
し
た
診
療
所
が
多
く
、
Ｉ

Ｔ
に
不
慣
れ
で
あ
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
と
し
た
他
、
年

代
が
高
い
ほ
ど
不
可
能
と
回

答
す
る
割
合
が
多
く
な
る
傾

向
に
あ
り
、
規
模
別
で
は
、

従
業
員
数
５
人
未
満
が
68
・

２
％
、
５
～
10
人
未
満
が

53
・
２
％
、
10
人
以
上
が

39
・
４
％
、
外
来
患
者
数
20

人
未
満
が
69
・
２
％
、
１
０

０
人
以
上
で
は
43
・
３
％
と

規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
不
可
能

な
診
療
所
が
多
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
と
し
た
。

導
入
で
き
な
い
理
由
に
つ

い
て
は
、
「
Ｉ
Ｔ
に
不
慣
れ

で
あ
り
、
電
子
カ
ル
テ
を
操

作
で
き
な
い
」
「
電
子
カ
ル

テ
の
操
作
に
時
間
が
か
か

り
、
診
察
が
十
分
に
で
き
な

く
な
る
」
と
そ
も
そ
も
対
応

で
き
な
い
理
由
が
多
く
、
更

に
、
「
電
子
カ
ル
テ
の
操
作

を
手
伝
え
る
職
員
を
確
保
で

き
な
い
」
や
「
導
入
し
て
も

数
年
し
か
電
子
カ
ル
テ
を
使

用
す
る
見
込
み
が
な
い
」
と

回
答
し
た
診
療
所
も
あ
る
こ

と
を
報
告
（
図
）。

長
島
常
任
理
事
は
、
「
導

入
・
維
持
等
の
費
用
が
高
額

で
あ
る
こ
と
や
、
リ
ス
ク
や

ト
ラ
ブ
ル
に
対
処
で
き
な
い

と
の
理
由
も
多
い
。
希
望
す

る
診
療
所
が
無
理
な
く
導

入
・
維
持
が
可
能
な
環
境
を

整
え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

た
め
の
十
分
な
財
政
支
援
や

安
全
で
利
用
し
や
す
い
標
準

型
カ
ル
テ
の
提
供
が
必
要
で

あ
る
」
と
強
調
し
た
。

そ
の
他
、
導
入
可
能
と
回

答
し
た
医
療
機
関
の
導
入
時

期
に
関
し
て
は
、
「
電
子
カ

ル
テ
の
機
能
、
費
用
、
手
間

等
が
具
体
的
に
わ
か
っ
て
か

ら
時
期
を
決
め
る
」
が
53
・

５
％
、
「
国
が
開
発
す
る
標

準
型
電
子
カ
ル
テ
が
使
用
可

能
に
な
っ
て
か
ら
」
が
28
・

３
％
で
約
８
割
を
占
め
て
い

た
と
説
明
し
た
。

最
後
に
長
島
常
任
理
事

は
、
「
医
療
Ｄ
Ｘ
は
地
域
医

療
を
守
る
た
め
に
あ
る
こ
と

が
大
前
提
で
あ
り
、
地
域
医

療
を
崩
壊
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
電
子
処
方
箋せ

ん

や
電
子
カ

ル
テ
の
義
務
化
は
す
べ
き
で

な
い
。
一
方
で
、
電
子
化
を

希
望
す
る
医
師
に
と
っ
て

は
、
で
き
る
だ
け
導
入
や
維

持
が
し
や
す
い
環
境
整
備
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
今
回
の

調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
」

と
指
摘
。
日
本
医
師
会
と
し

て
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
医

長
島
常
任
理
事
は
、
マ
イ

ナ
保
険
証
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
搭
載
さ
れ
た
こ
と
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
誤
解
し
や

す
い
点
を
詳
説
し
、
そ
の
周

知
に
対
す
る
協
力
を
求
め
た
。

ま
ず
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
搭
載
さ
れ
た
マ
イ
ナ
保
険

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
受
け
て
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
の
マ
イ
ナ
保
険
証

利
用
に
対
応
し
て
い
な
い
旨

を
知
ら
せ
る
た
め
の
ポ
ス
タ

ー
を
日
本
医
師
会
で
作
成
し

た
こ
と
（
左
掲
）
を
説
明
（
デ

ー
タ
は
日
本
医
師
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

ダウンロードは
こちらから

そ
の
上
で
、
同
常
任
理
事

は
、
本
制
度
の
正
式
稼
働
後

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
て
受
診
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
患
者
に
向
け
て
、「
ま

ず
は
一
度『
マ
イ
ナ
保
険
証
』

と
『
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
』
の

両
方
を
持
参
し
て
医
療
機
関

を
受
診
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
搭
載
し
た
マ
イ
ナ
保
険

証
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
を
確
認
し
て
欲
し

い
」
と
訴
え
、
報
道
各
社
に

対
し
て
、
国
民
へ
の
周
知
に

協
力
を
求
め
た
。

な
お
、
本
制
度
は
本
年
９

月
19
日
か
ら
開
始
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

1112
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738
1406

1044
1301

228
588
557

136
52
220

ITに不慣れであり、電子カルテを操作できない

電子カルテの操作に時間がかかり、診察が十分にできなくなる

電子カルテの操作を手伝える職員を確保できない

導入の費用が高額であり、負担できない

維持費や更新費用が高額であり、負担できない

導入しても数年しか電子カルテを使用する見込みがない

電子カルテを設置する場所がない等、設置が困難である

システム障害、停電、災害時等による業務停滞に対処できない

電子カルテに関する情報が少なく、よくわからない

電子カルテを適正に導入できる業者がわからない

その他

サイバーセキュリティや個人情報漏洩のリスクに対処できない
ろうえい

電子カルテを導入できない理由（３つまで選択）

図　日本医師会　紙カルテ利用の診療所の電子化対応可能性に関する調査結果
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■
青
柳
　
俊
氏
（
元
北
海
道

医
師
会
常
任
理
事
／
元
日
本

医
師
会
副
会
長
）

８
月
２
日
死
去
、
82
歳
。

葬
儀
は
近
親
者
の
み
に
て
執

り
行
わ
れ
た
。

氏
は
昭
和
17
年
生
ま
れ
。

昭
和
42
年
北
海
道
大
学
医
学

部
卒
業
。
昭
和
61
年
青
柳
皮

膚
科
医
院
開
業
。

平
成
６
年
４
月
か
ら
平
成

９
年
３
月
ま
で
北
海
道
医
師

会
常
任
理
事
を
２
期
務
め

た
。ま

た
、
平
成
８
年
４
月
か

ら
平
成
14
年
３
月
ま
で
日
本

医
師
会
常
任
理
事
を
３
期
、

平
成
14
年
４
月
か
ら
平
成
16

年
３
月
ま
で
日
本
医
師
会
副

会
長
を
務
め
た
。

証
の
利
用
に
つ
い
て
、
医
療

機
関
側
で
の
準
備
も
含
め
た

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
概

説
。
現
在
は
一
部
の
医
療
機

関
に
お
い
て
実
証
事
業
を
実

施
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、

全
医
療
機
関
へ
向
け
た
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
機
能
の
開

放
は
本
年
９
月
以
降
と
な
る

が
、
「
９
月
以
降
に
全
て
の

医
療
機
関
で
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
」

と
強
調
し
た
。

更
に
、
６
月
24
日
か
ら

iPhone

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
機
能
を
搭
載
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
た
ず
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
み
を
持
参
す
る
患
者
が
見

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

療
現
場
の
声
を
し
っ
か
り
国

に
伝
え
、
施
策
に
反
映
さ
せ

な
が
ら
国
や
関
係
者
と
共
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
し
た
。

「日本医師会ペイシェントハラスメント・ネット上の悪質な書込み相談窓口
（日医ペイハラ・ネット相談窓口）」を運用中！！

　日本医師会では、「日本医師会ペイシェントハラスメント・ネット上の悪質な書込み相談窓口（日医ペイハラ・ネット相談窓口）」の運用を
行っています。
　「日医ペイハラ・ネット相談窓口」は、昨今増加しているインターネット上の悪質な書き込みを含むペイシェントハラスメント全般に関する
会員の先生方などからのご相談に対応するために開設したものです。お困りの際はぜひ、ご活用下さい。

●利用対象者 日本医師会員及び会員が開設・管理している医療機関または介護サービス施設・事業所の従事者
●相談受付方法 WEBフォームまたは電話（電話受付時間：平日の午前9時～午後６時）
●担　当　課 日本医師会情報システム課、医事法・医療安全課

※なお、WEBフォーム及び電話番号は日本医師会ホームページ内のメンバーズルームに掲載して
いるため、日本医師会会員用アカウント（ユーザー名、パスワード）が必要となります。 https://www.med.or.jp/doctor/sonota/sonota_etc/011988.html



（3）第1534号 日 医 ニ ュ ー ス 〔第3種郵便物認可〕令和7年9月5日

220330_nichii_news_ad_kenkouplaza_2dan（杏林舍貼り込み）.indd   1220330_nichii_news_ad_kenkouplaza_2dan（杏林舍貼り込み）.indd   1 2022/04/26   11:41:242022/04/26   11:41:24

■■■■■■■■

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
に
係
る

最
近
の
状
況
に
つ
い
て

動画「転ばない体づくり！若い時から
運動習慣を身につけよう！」が完成

─希望者には動画データをプレゼント─

　日本医師会ではこのほど、
室内でも簡単に行うことがで
きる運動などを紹介した動画
「転ばない体づくり！若い時
から運動習慣を身につけよ
う！」を制作しました。
　動画の中では、日本医師
会の運動・健康スポーツ医学
委員会の委員でもある染谷泰寿先生が運動を続ける効果を分かりやすく説明して
いる他、家の中でも簡単にできる運動として、（1）座って足上げ、（2）椅子スクワ
ット、（3）かかと落とし、（4）片足立ち、（5）もも裏ストレッチ─を、先生の指
導の下に患者さんが実践している様子も交えながら紹介しています。
　また、全身を使った運動としてラジオ体操を取り上げ、指導者として
もおなじみの鈴木大輔先生が実際にラジオ体操をしながら、その効果
などを解説しています。
　動画は日本医師会公式YouTubeチャンネルに掲載していますので、
ぜひ、ご覧下さい。

・希望者に動画データを差し上げています
　なお、待合室などで上映することでより多くの方々にご覧頂けるよう、希望者に
今回の動画のデータを差し上げています。（1）所属機関、（2）氏名、（3）電話番
号─を明記の上、タイトルを「運動動画希望」として、下記までメールでお申し込
み願います（頂いたメールアドレス宛てに動画のダウンロードURLをお送りします）。
※�ただし、ラジオ体操の音楽の著作権の関係上、動画データの使用は医療機関内
のモニターやデジタルサイネージでそのまま流す用途に限定させて頂きます。
医療機関のホームページやSNS等への掲載、患者向けのイベントや講座等で使用
する、患者さんへ配布するといった二次利用は行わないよう、お願いいたします。

問い合わせ先・申込先：�日本医師会広報課�
03-3946-2121（代）　 kouhou@po.med.or.jp

日本医師会
公式	

YouTube	
チャンネル

江
澤
和
彦
常
任
理
事
は
医

師
が
処
方
す
る
医
療
用
医
薬

品
の
一
部
を
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

と
し
て
、
保
険
給
付
の
あ
り

方
の
見
直
し
を
進
め
る
よ
う

な
動
き
が
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
対
し
、
国
民
の
健
康
に

対
す
る
大
き
な
リ
ス
ク
が
生

じ
得
る
と
し
て
懸
念
を
強
く

表
明
。
国
民
の
安
全
性
や
公

平
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、

慎
重
な
議
論
が
必
要
で
あ
る

と
し
た
。

同
常
任
理
事
は
ま
ず
、
具

体
的
な
懸
念
点
と
し
て
、

（
１
）
経
済
的
負
担
の
増
加
、

（
２
）
自
己
判
断
・
自
己
責

任
で
の
服
用
に
伴
う
臨
床
的

な
リ
ス
ク

─
を
挙
げ
た
。

（
１
）
で
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
が
保
険
適
用
か
ら
除
外

さ
れ
た
場
合
、
国
民
の
治
療

ア
ク
セ
ス
が
経
済
的
な
問
題

で
断
た
れ
る
と
い
っ
た
大
き

な
問
題
が
生
じ
る
こ
と
を
指

摘
。
更
に
、
長
期
間
の
治
療

を
要
す
る
難
病
患
者
や
障
害

者
、
小
児
医
療
に
お
け
る
子

育
て
世
代
の
親
の
負
担
は
深

刻
な
問
題
で
あ
る
と
し
た

他
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
は
軽
症

の
病
気
か
ら
難
病
ま
で
幅
広

く
使
用
さ
れ
て
い
る
基
礎
的

な
医
薬
品
で
あ
る
こ
と
に
触

れ
、
「
院
内
や
在
宅
医
療
の

処
方
に
も
大
き
な
支
障
を
来

す
こ
と
か
ら
、
保
険
適
用
を

外
す
こ
と
は
断
固
反
対
」
と

主
張
し
た
。

ま
た
、
病
気
に
よ
り
保
険

適
用
の
あ
り
方
を
変
え
て
は

ど
う
か
と
の
意
見
に
対
し
て

は
、
「
医
療
用
医
薬
品
と
一

般
用
医
薬
品
で
は
効
能
や
効

果
の
表
記
が
異
な
っ
て
お

り
、
単
純
に
適
応
で
き
る
も

の
で
は
な
い
」
と
し
た
。

（
２
）
で
は
、
診
断
や
治

療
導
入
の
遅
れ
、
重
症
化
に

つ
な
が
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ

と
に
言
及
。
「
受
診
無
し
の

服
薬
だ
け
で
症
状
が
軽
く
な

っ
た
こ
と
を
治
癒
と
勘
違
い

し
た
り
、
服
用
を
中
途
半
端

に
繰
り
返
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
悪
化
や
重
症
化
を
来
す

こ
と
も
危
惧
さ
れ
る
」
と
指

摘
し
た
。

ま
た
、
患
者
の
症
状
の
原

因
が
一
般
用
医
薬
品
と
疑
わ

れ
る
ケ
ー
ス
を
経
験
し
た
医

師
が
２
割
以
上
に
及
ぶ
と
い

っ
た
調
査
結
果
に
触
れ
た
上

で
、
実
臨
床
で
は
処
方
の
み

な
ら
ず
、
必
要
な
場
合
に
適

切
な
検
査
の
他
、
食
事
や
運

動
な
ど
生
活
習
慣
の
指
導
を

行
い
な
が
ら
治
療
を
進
め
て

い
る
と
し
て
、
「
仮
に
Ｏ
Ｔ

Ｃ
類
似
薬
で
あ
っ
て
も
、
購

入
し
て
服
用
す
る
だ
け
で
は

適
切
な
治
療
と
は
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
。

更
に
、
医
師
は
一
般
用
医

薬
品
の
服
用
状
況
が
確
認
で

き
な
い
と
し
て
、
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
の
保
険
適
用
除
外

は
、
重
複
投
与
や
相
互
作
用

の
問
題
等
、
診
療
に
大
き
な

支
障
を
来
す
懸
念
が
あ
る
」

と
強
調
。
そ
の
他
、
一
般
用

医
薬
品
は
さ
ま
ざ
ま
な
成
分

を
含
む
配
合
剤
が
多
く
、
副

作
用
の
原
因
の
判
断
に
苦
慮

す
る
場
合
が
あ
る
他
、
処
方

や
調
剤
に
お
い
て
限
界
が
あ

る
こ
と
に
も
言
及
し
た
。

他
方
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
適
用
除
外
に
賛
成
す
る

医
師
の
意
見
も
少
な
く
な
い

と
の
一
部
報
道
に
触
れ
、「
調

査
対
象
に
偏
り
が
見
受
け
ら

れ
る
た
め
、
調
査
結
果
に
つ

い
て
は
詳
細
な
分
析
が
必

要
」
と
指
摘
し
た
。

更
に
、
日
本
医
師
会
が
こ

れ
ま
で
社
会
保
障
に
つ
い
て

は
、「
税
金
に
よ
る
公
助
」「
保

険
料
に
よ
る
共
助
」
「
患
者

の
自
己
負
担
に
よ
る
自
助
」

の
三
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

な
が
ら
進
め
る
こ
と
や
、
低

所
得
者
や
社
会
的
弱
者
に
し

っ
か
り
と
配
慮
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
き

た
こ
と
を
改
め
て
説
明
。
国

民
生
活
を
支
え
る
基
盤
と
し

て
、
「
必
要
か
つ
適
切
な
医

療
は
保
険
診
療
に
よ
り
確
保

す
る
」
と
い
う
国
民
皆
保
険

制
度
の
理
念
を
今
後
と
も
堅

持
す
べ
き
で
あ
り
、
国
民
皆

保
険
制
度
に
お
い
て
、
給
付

範
囲
を
縮
小
す
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
日
本
医
師
会
の
考

え
を
改
め
て
強
調
し
た
他
、

「
医
療
保
険
制
度
の
健
全
な

持
続
の
た
め
、
国
民
医
療
費

を
抑
え
る
視
点
も
十
分
理
解

し
て
い
る
が
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
の
保
険
給
付
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
国
民
の
健
康
リ

ス
ク
に
与
え
る
影
響
も
大
き

く
、
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
」
と
し
た
。

そ
の
他
、
同
常
任
理
事
は

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
５
」

や
「
三
党
合
意
」
で
の
文
言
は

「
保
険
給
付
の
あ
り
方
の
見

直
し
」
と
い
う
記
載
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
も
言
及
。「
保

険
適
用
除
外
」
と
は
書
か
れ

て
い
な
い
こ
と
を
改
め
て
強

調
し
た
上
で
、
「
今
後
の
議

論
の
出
発
点
は
、
保
険
適
用

除
外
で
は
な
く
、
給
付
の
見

直
し
の
検
討
で
あ
り
、
国
民

の
安
全
性
や
公
平
性
を
損
な

わ
な
い
よ
う
、
慎
重
な
議
論

が
必
要
で
あ
る
」と
述
べ
た
。

	 日　時　令和7年10月4日（土）午後1時30分
	 場　所　�日本医師会館	

東京都文京区本駒込2丁目28番16号

1．開　　会
1．会長挨拶
1．�議　　事	
第1号議案　日本医師会副会長補欠選任・選定の件	
第2号議案　日本医師会理事選任の件

1．閉　　会

　釜萢敏副会長並びに福田稠理事より10月3日付で辞職願が提
出されたことを受けて、下記の次第に従い、第160回日本医師
会臨時代議員会を開催いたします。

第160回日本医師会臨時代議員会 次第

ご案内



日 医 ニ ュ ー ス 第1534号（4）令和7年9月5日〔第3種郵便物認可〕

令和8年度 医療に関する税制要望
令和7年8月 

公益社団法人 日本医師会
1.	 �社会保険診療等に係る消費税制度の見直し
	 �社会保険診療等に係る消費税について、診療所においては非課税のまま診療報酬上の補てんを
継続しつつ、病院においては軽減税率による課税取引に改めること

─消費税─

2.	 �医業承継時の相続・贈与に関する税制措置
	 （1）�医療法人の出資の評価方法の改善
	 （2）�基金拠出型医療法人における負担軽減措置の創設等
	 （3）�認定医療法人制度に係る税制措置の延長・拡充
	 （4）�出資額限度法人の持分の相続税・贈与税課税の改善

─相続税・贈与税・所得税─

3.	 �医療機関に対する事業税特例措置の存続
	 （1）�社会保険診療報酬に係る事業税非課税措置の存続
	 （2）�医療法人の社会保険診療報酬以外の部分に係る事業税軽減措置について地域医療の確保

を図る趣旨に沿って存続
─事業税─

4.	 �働き方改革・医師偏在対策を支援するための税制措置
	 （1）�勤務時間短縮用設備等の特別償却制度について、医師等勤務時間短縮計画の事後承認化、

税額控除の導入、特別償却率の引き上げの措置を講ずること
	 （2）�生産性向上や賃上げに資する中小企業の設備投資に関する固定資産税の特例措置につい

て医療法人等の非営利法人を適用対象に加えること
	 （3）�医師が不足する地域（重点医師偏在対策支援区域等を含む）の医療機関及び医療従事者

に関する税制措置の創設
	 （4）�賃上げ促進税制における税額控除上限の引き上げ

─所得税・法人税・登録免許税・固定資産税・不動産取得税─

5.	 �医療DXに関する設備投資を支援するための税制措置
	 �医療機関における医療DXへの対応に資する設備投資等に関する税制措置の創設
	 （1）�即時償却又は税額控除（10%）を選択適用できる措置
	 （2）�一定期間の固定資産税の軽減措置

─所得税・法人税・固定資産税─

6.	 �医療提供体制の強靭化を支援するための税制措置
	 （1）�医療機関における防災並びに感染症対策に資する建物、設備等に係る税制上の特例措置

の創設
	 （2）�地域医療構想実現に向けた再編計画に係る税制措置の延長
	 （3）�高額の医療用機器の特別償却制度について、適用対象となる取得価額を160万円に引き下

げ、即時償却又は税額控除（10%）を選択適用できる措置を講ずること
	 （4）�地域医療構想に適合する病院用建物等の特別償却制度について、税額控除の導入、特別

償却率の引き上げの措置を講ずること
	 （5）�病院・診療所用建物の耐用年数の短縮
	 （6）�社会保険診療報酬の所得計算の特例措置の存続
	 （7）�消費税インボイス制度における免税事業者等からの仕入に係る経過措置の延長
	 （8）�訪日外国人患者の診療に係る社会医療法人等の非課税要件の見直し

─所得税・法人税・相続税・贈与税・消費税・登録免許税・固定資産税・不動産取得税─

「令和８年度 医療に関する税制要望」まとまる
医療に係る消費税の見直し、
 事業税特例措置の存続、医師不足地域における
                             税制措置の創設などを要望

日
本
医
師
会
は
こ
の
ほ

ど
、
「
令
和
８
年
度 

医
療
に

関
す
る
税
制
要
望
」
を
取
り

ま
と
め
、
８
月
19
日
に
開
催

さ
れ
た
第
５
回
理
事
会
に
お

い
て
、
担
当
の
宮
川
政
昭
常

任
理
事
か
ら
報
告
し
た
。

本
要
望
は
会
内
の
医
業
税

制
検
討
委
員
会
で
の
検
討
を

経
て
、
執
行
部
で
取
り
ま
と

め
た
も
の
で
あ
り
、
「
１
．

社
会
保
険
診
療
等
に
係
る
消

費
税
制
度
の
見
直
し
」
「
２
．

医
業
承
継
時
の
相
続
・
贈
与

に
関
す
る
税
制
措
置
」
「
３
．

医
療
機
関
に
対
す
る
事
業
税

特
例
措
置
の
存
続
」
「
４
．

働
き
方
改
革
・
医
師
偏
在
対

策
を
支
援
す
る
た
め
の
税
制

措
置
」
「
５
．
医
療
Ｄ
Ｘ
に

関
す
る
設
備
投
資
を
支
援
す

る
た
め
の
税
制
措
置
」
「
６
．

医
療
提
供
体
制
の
強
靭
化
を

支
援
す
る
た
め
の
税
制
措

置
」

―
の
６
項
目
か
ら
な

っ
て
い
る
。

「
１
．
社
会
保
険
診
療
等

に
係
る
消
費
税
制
度
の
見
直

し
」
で
は
、
懸
案
の
控
除
対
象

外
消
費
税
問
題
に
つ
い
て
、

現
状
で
診
療
所
と
病
院
が
合

意
で
き
る
税
制
上
の
解
決
方

法
と
し
て
、
昨
年
と
同
様
、

「
社
会
保
険
診
療
等
に
係
る

消
費
税
に
つ
い
て
、
診
療
所

に
お
い
て
は
非
課
税
の
ま
ま

診
療
報
酬
上
の
補
て
ん
を
継

続
し
つ
つ
、
病
院
に
お
い
て

は
軽
減
税
率
に
よ
る
課
税
取

引
に
改
め
る
こ
と
」
を
要
望
。

た
だ
し
、
今
回
の
要
望
に

は
「
高
額
な
投
資
の
際
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
悪
化
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
上
記

の
措
置
を
講
じ
る
ま
で
の

間
、
高
額
な
投
資
に
対
応
す

る
何
ら
か
の
手
当
て
を
別
途

検
討
す
る
こ
と
も
必
要
」
と

の
文
言
を
追
記
し
て
い
る
。

「
２
．
医
業
承
継
時
の
相

続
・
贈
与
に
関
す
る
税
制
措

置
」
に
関
し
て
は
、
特
に
（
３
）

と
し
て
、
認
定
医
療
法
人
制

度
に
係
る
税
制
措
置
が
令
和

８
年
12
月
末
に
期
限
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
延
長
並

び
に
拡
充
を
要
望
。
そ
の
他
、

（
１
）
で
は
「
持
分
の
あ
る

医
療
法
人
」
は
制
度
上
の
永

続
性
が
保
証
さ
れ
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
持

分
の
評
価
を
引
き
下
げ
る
こ

と
を
、（
２
）
で
は
、
持
分
の

な
い
基
金
拠
出
型
医
療
法
人

へ
の
移
行
に
係
る
税
に
つ
い

て
の
特
例
措
置
の
創
設
を
、

（
４
）
で
は
出
資
額
限
度
法

人
の
持
分
の
相
続
税
評
価
を

出
資
額
の
み
と
す
る
こ
と

を
、
そ
れ
ぞ
れ
求
め
て
い
る
。

「
３
．
医
療
機
関
に
対
す

る
事
業
税
特
例
措
置
の
存

続
」
で
は
、
「
社
会
保
険
診

療
報
酬
に
係
る
事
業
税
非
課

税
措
置
」
「
医
療
法
人
の
社

会
保
険
診
療
報
酬
以
外
の
部

分
に
係
る
事
業
税
軽
減
措

置
」
の
２
点
に
つ
い
て
、
そ

の
存
続
を
強
く
求
め
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

「
４
．
働
き
方
改
革
・
医

師
偏
在
対
策
を
支
援
す
る
た

め
の
税
制
措
置
」
で
は
ま
ず
、

（
１
）
に
お
い
て
、
勤
務
時

間
短
縮
用
設
備
等
の
特
別
償

却
制
度
に
つ
い
て
言
及
。
本

制
度
を
適
用
す
る
た
め
に

は
、
設
備
等
を
購
入
す
る
前

に
医
療
勤
務
環
境
改
善
支
援

セ
ン
タ
ー
に
計
画
書
を
提
出

し
確
認
を
受
け
る
こ
と
が
要

件
と
さ
れ
、
タ
イ
ム
リ
ー
に

機
器
を
導
入
し
た
医
療
機
関

が
本
制
度
を
適
用
で
き
ず
、

結
果
と
し
て
本
制
度
の
利
用

実
績
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
計
画
書
の
提
出
を
設

備
の
取
得
後
で
も
可
能
と
す

る
こ
と
が
特
に
重
要
と
の
考

え
の
下
に
、
制
度
の
拡
充
を

求
め
て
い
る
。

ま
た
、
（
３
）
で
は
、
新

規
項
目
と
し
て
、
医
師
が
不

足
す
る
地
域
に
お
け
る
医
療

従
事
者
へ
の
所
得
税
の
軽

減
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
地

域
で
承
継
・
開
業
す
る
診
療

所
へ
の
登
録
免
許
税
、
不
動

産
取
得
税
、
固
定
資
産
税
の

軽
減
措
置
の
創
設
を
要
望
。

そ
の
他
、（
２
）
で
は
中
小
企

業
の
設
備
投
資
に
関
す
る
固

定
資
産
税
の
特
例
措
置
の
対

象
に
医
療
法
人
等
も
加
え
る

こ
と
、（
４
）
で
は
賃
上
げ
促

進
税
制
に
関
す
る
要
望
を
、

昨
年
同
様
に
求
め
て
い
る
。

「
５
．
医
療
Ｄ
Ｘ
に
関
す

る
設
備
投
資
を
支
援
す
る
た

め
の
税
制
措
置
」
に
関
し
て

は
、
医
療
Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
の

た
め
の
設
備
投
資
、
す
な
わ

ち
器
具
備
品
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
に
つ
い
て
、
即
時
償
却
ま

た
は
税
額
控
除
及
び
一
定
期

間
の
固
定
資
産
税
の
軽
減
措

置
を
創
設
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
。

「
６
．
医
療
提
供
体
制
の

強
靭
化
を
支
援
す
る
た
め
の

税
制
措
置
」
で
は
、 

（
１
）

に
お
い
て
、
防
災
並
び
に
感

染
症
対
策
に
資
す
る
設
備
投

資
へ
の
税
制
措
置
（
特
別
償

却
、
税
額
控
除
等
）
を
、（
２
）

で
は
、
地
域
医
療
構
想
実
現

に
向
け
た
再
編
計
画
に
基
づ

い
て
取
得
し
た
土
地
・
建
物

に
係
る
登
録
免
許
税
・
不
動

産
取
得
税
の
軽
減
措
置
の
延

長
を
、
そ
れ
ぞ
れ
要
望
。

ま
た
、
（
６
）
で
は
、
こ

の
税
制
が
な
け
れ
ば
地
域
で

医
業
を
続
け
ら
れ
な
い
診
療

所
を
守
る
た
め
、引
き
続
き
、

社
会
保
険
診
療
報
酬
の
所
得

計
算
の
特
例
措
置
の
存
続
を

強
く
求
め
て
い
る
。

そ
の
他
、
（
８
）
は
訪
日

外
国
人
の
増
加
を
踏
ま
え
た

要
望
と
な
っ
て
い
る
。
社
会

医
療
法
人
や
認
定
医
療
法
人

な
ど
の
税
制
優
遇
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
法
人
で
は
、
訪

日
外
国
人
を
含
む
自
費
患
者

に
対
し
て
も
社
会
保
険
診
療

報
酬
と
同
一
の
基
準
で
請
求

す
る
こ
と
等
の
要
件
が
課
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ

う
し
た
法
人
が
訪
日
外
国
人

に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
訪
日
外
国
人

患
者
の
診
療
に
係
る
社
会
医

療
法
人
等
の
非
課
税
要
件
の

見
直
し
を
求
め
て
い
る
。

今
後
は
本
要
望
実
現
の
た

め
、
年
末
の
与
党
税
制
改
正

大
綱
の
決
定
に
向
け
て
、
政

府
・
与
党
を
始
め
、
関
係
各

方
面
に
働
き
掛
け
を
行
っ
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

日　
本　
医　
師　
会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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都
道
府
県
医
師
会
長
紹
介

　
　
　
　
　 

　
（
令
和
７
年
改
選
）

都
道
府
県
医
師
会
長
紹
介

　
　
　
　
　 

　
（
令
和
７
年
改
選
）

　

今
号
で
は
、
今
年
改
選
期
を
迎
え
た

９
の
都
道
府
県
医
師
会
の
会
長
の
略
歴

を
紹
介
す
る
。

松
家
会
長
を
３
選	

	

（
北
海
道
医
）

　

６
月
14

日
の
定
時

代
議
員
会

で
松
家
治

道
（
ま
つ
か
は
る
み
ち
）
現
会

長
を
３
選
し
た
。

　

松
家
会
長
は
昭
和
22
年
北
海

道
の
出
身
。
昭
和
47
年
北
大
を

卒
業
。
北
海
道
医
師
会
理
事
を

経
て
、令
和
３
年
現
職
に
就
任
。

78
歳
。

尾
㟢
会
長
を
６
選	

	

（
東
京
都
医
）

　

６
月
15
日
の
定
時
代
議
員
会

で
尾
﨑
治
夫（
お
ざ
き
は
る
お
）

現
会
長
を
６
選
し
た
。

　

尾
﨑
会

長
は
昭
和

26
年
東
京

都

の

出

身
。
昭
和
52
年
順
天
堂
大
を
卒

業
。
東
京
都
医
師
会
副
会
長
を

経
て
、平
成
27
年
現
職
に
就
任
。

73
歳
。

鈴
木
氏
を
選
定	

	

（
神
奈
川
県
医
）

　

６
月
21

日
の
定
例

代
議
員
会

で
鈴
木
紳

一
郎（
す
ず
き
し
ん
い
ち
ろ
う
）

氏
を
選
定
し
た
。

　

鈴
木
新
会
長
は
昭
和
32
年
神

奈
川
県
の
出
身
。
昭
和
57
年
横

浜
市
立
大
を
卒
業
。
神
奈
川
県

医
師
会
副
会
長
を
経
て
、
令
和

７
年
現
職
に
就
任
。
67
歳
。

村
上
会
長
を
再
選	

	

（
富
山
県
医
）

　

６
月
26

日
の
定
例

代
議
員
会

で
村
上
美

也
子
（
む
ら
か
み
み
や
こ
）
現

会
長
を
再
選
し
た
。

　

村
上
会
長
は
昭
和
33
年
富
山

県
の
出
身
。
昭
和
58
年
富
山
医

科
薬
科
大
を
卒
業
。
富
山
県
医

師
会
理
事
・
副
会
長
を
経
て
、

令
和
５
年
現
職
に
就
任
。
66
歳
。

池
端
会
長
を
４
選	

	

（
福
井
県
医
）

　

６
月
15

日
の
定
例

代
議
員
会

で
池
端
幸

彦
（
い
け
ば
た
ゆ
き
ひ
こ
）
現

会
長
を
４
選
し
た
。

　

池
端
会
長
は
昭
和
30
年
福
井

県
の
出
身
。
昭
和
55
年
慶
應
大

を
卒
業
。
福
井
県
医
師
会
理

事
・
副
会
長
を
経
て
、
令
和
元

年
現
職
に
就
任
。
70
歳
。

若
林
会
長
を
再
選	

	

（
長
野
県
医
）

　

６
月
14

日
の
定
例

代
議
員
会

で
若
林
透

（
わ
か
ば
や
し
と
お
る
）
現
会

長
を
再
選
し
た
。

　

若
林
会
長
は
昭
和
33
年
長
野

県
の
出
身
。
昭
和
58
年
帝
京
大

を
卒
業
。
長
野
県
医
師
会
常
務

理
事
・
総
務
理
事
を
経
て
、
令

和
５
年
現
職
に
就
任
。
66
歳
。

松
井
会
長
を
５
選	
	

（
京
都
府
医
）

　

６
月
15
日
の
定
時
代
議
員
会

で
松
井
道

宣
（
ま
つ

い
み
ち
の

り
）
現
会

長
を
５
選
し
た
。

　

松
井
会
長
は
昭
和
32
年
京
都

府
の
出
身
。
昭
和
58
年
兵
庫
医

大
を
卒
業
。
京
都
府
医
師
会
理

事
・
副
会
長
を
経
て
、
平
成
29

年
現
職
に
就
任
。
67
歳
。

安
東
会
長
を
３
選	

	

（
奈
良
県
医
）

　

６
月
26

日
の
定
例

代
議
員
会

で
安
東
範

明
（
あ
ん
ど
う
の
り
あ
き
）
現

会
長
を
３
選
し
た
。

　

安
東
会
長
は
昭
和
35
年
静
岡

県
の
出
身
。
昭
和
63
年
奈
良
県

立
医
大
を
卒
業
。
奈
良
県
医
師

会
副
会
長
を
経
て
、
令
和
３
年

現
職
に
就
任
。
65
歳
。

平
石
会
長
を
３
選	

	

（
和
歌
山
県
医
）

　

６
月
14

日
の
定
例

代
議
員
会

で
平
石
英

三
（
ひ
ら
い
し
え
い
ぞ
う
）
現

会
長
を
３
選
し
た
。

　

平
石
会
長
は
昭
和
26
年
大
阪

府
の
出
身
。
昭
和
52
年
和
歌
山

県
立
医
大
を
卒
業
。
和
歌
山
県

医
師
会
理
事
・
副
会
長
を
経

て
、
令
和
３
年
現
職
に
就
任
。

73
歳
。

「
リ
ハ
ビ
リ
状
況
の
説
明

中
に
家
族
が
突
然
怒
り
出
し

た
」
と
職
員
が
報
告
に
来
た
。

「
父
が
や
る
気
が
な
い
と
は

失
礼
だ
！

」
。
怒
り
の
原
因

は
「
や
る
気
が
な
い
」
と
い

う
言
葉
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
職
員
は
患
者
さ
ん
を
責

め
た
り
貶け

な

し
た
り
す
る
よ
う

な
言
い
方
は
し
て
い
な
い
の

で
あ
る
が
、
「
や
る
気
」
と

い
う
表
現
が
家
族
の
気
に
障

っ
た
。

こ
の
患
者
さ
ん
は
血
圧
の

変
動
が
大
き
い
こ
と
に
よ
る

症
状
や
不
安
感
な
ど
か
ら
、

リ
ハ
ビ
リ
に
消
極
的
で
あ
っ

た
。
改
め
て
意
欲
が
低
下
し

て
い
る
要
因
を
説
明

し
、
家
族
は
納
得
さ

れ
た
。

「
や
る
気
」
と
「
意

欲
」
、
ど
ち
ら
も
何
か
を
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
で
あ
る

が
、
「
や
る
気
」
は
一
時
的

な
感
情
や
気
分
に
左
右
さ
れ

や
す
く
、
比
較
的
軽
い
気
持

ち
を
表
す
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
使

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

あ
る
。

以
前
、
当
県
の
医
師
会
誌

に
「
言
葉
」
と
い
う
題
の
随

筆
が
あ
っ
た
。
下
腿
の
震
え

で
来
院
し
た
高
齢
女
性
が
複

数
の
病
院
で
検
査

を
受
け
て
も
異
常

が
無
く
、
「
老
化

に
よ
る
も
の
」
と

言
わ
れ
て
し
ょ
げ
て
い
た
と

の
こ
と
。
今
回
も
異
常
が
無

か
っ
た
そ
の
女
性
に
対
し
、

「
こ
れ
は
加
齢
現
象
だ
と
、

ひ
と
ま
ず
納
得
し
ま
し
ょ
う

よ
」
と
励
ま
し
た
途
端
、
そ

の
女
性
は
「
加
齢
現
象
よ
ね
、

先
生
」
と
喜
び
、
上
機
嫌
で

帰
っ
て
い
っ
た
そ
う
だ
。

「
老
化
」
も
「
加
齢
現
象
」

も
、
加
齢
に
伴
っ
て
心
身
の

機
能
が
低
下
す
る
こ
と
を
指

す
同
じ
意
味
合
い
の
言
葉
で

あ
る
が
、
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
は
「
加
齢
現
象
」
の
方
が

は
る
か
に
受
け
入
れ
や
す
い

表
現
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

意
図
せ
ず
、
相
手
に
異
な

る
受
け
止
め
方
を
さ
れ
る
言

葉
も
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置

き
、
配
慮
の
あ
る
言
葉
の
選

択
を
心
掛
け
た
い
。�

（
紗
）

言
葉
の
選
択

て
ご
希
望
の
方
に
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｄ

カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

本
カ
ー
ド
は
、
縦
８
・
５

セ
ン
チ
、
横
11
セ
ン
チ
と
コ

ン
パ
ク
ト
な
が
ら
、
心
肺
蘇

生
法
の
手
順
が
分
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
て
お
り
、
二
つ

折
り
に
す
る
と
名
刺
サ
イ
ズ

に
な
る
こ
と
か
ら
、
携
帯
し

や
す
く
ど
こ
で
も
使
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

待
合
室
等
で
配
布
す
る
な

ど
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
願
い
ま

す
。入

手
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、（
１
）
郵
便
番
号
（
２
）

住
所
（
３
）
氏
名
（
４
）
必

要
枚
数
（
た
だ
し
枚
数
に
よ

っ
て
は
お
送
り
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）

─
を
明

記
の
上
、
左
記
ま
で
メ
ー
ル

あ
る
い
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
願
い
ま
す
。

◆
申
込
先

日
本
医
師
会
地
域
医
療
課

chiiki_1@po.med.or.jp

03
─

３
９
４
６
─

２
１
４
０

※�

救
急
蘇
生
法
に
関
し
て

は
、
日
本
医
師
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://www.

med.or.jp/99/

）

も
ご

参
照
願
い
ま
す
。

日本医師会
ホームページ

日
本
医
師
会
作
成
の

 

「
大
切
な
い
の
ち
を
救
う
心
肺
蘇
生
法
Ｃ
Ａ
Ｂ
＋
Ｄ
」

                                  

（
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ド
）

差
し
上
げ
ま
す

日
本
医
師
会
で
は
毎
年
、

心
肺
蘇
生
法
の
普
及
を
目
的

と
し
て
、
「
大
切
な
い
の
ち

を
救
う
心
肺
蘇
生
法
Ｃ
Ａ
Ｂ

＋
Ｄ
」
（
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ド
）

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
会
員

の
先
生
方
に
は
都
道
府
県
医

師
会
等
を
通
じ
て
配
布
し
て

い
ま
す
が
、９
月
９
日
の「
救

急
の
日
」
に
合
わ
せ
て
改
め

MAMISに関する問い合わせ先
　医師会会員情報システム（MAMIS）に関する各種の
お問い合わせにつきましては下記をご活用願います。

医師会会員情報システム運営事務局�
（コールセンター）

inquiry@mamis.med.or.jp
0120-110-030

（�受付時間：平日10:00～ 18:00 �
※土・日・祝日・年末年始を除く）

MAMISログインはこちらから 

▲

https://mamis.med.or.jp/login/

日　
本　
医　
師　
会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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京
都
府
医
師
会
若
手
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と

し
て
、
初
期
研
修
医
向
け
の

教
育
セ
ミ
ナ
ー
「
屋
根
瓦
塾

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
Ｗ
Ｍ

Ａ
理
事
会
に
併
せ
て
開
催
さ

れ
た
若
手
医
師
の
会
議
に
参

加
し
、
ウ
ル
グ
ア
イ
で
の
貴

重
な
経
験
を
得
ま
し
た
。

Ｗ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
は
卒
後

10
年
以
内
の
医
師
が
中
心
と

な
る
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
、
教
育
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・

国
際
協
力
を
通
じ
て
、
よ
り

健
康
な
世
界
の
実
現
を
目
指

す
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
会
議
で
は
Ｎ
Ｃ
Ｄ

ｓ
が
テ
ー
マ
で
あ
り
、
日
本

を
含
む
多
く
の
国

で
急
増
す
る
が

ん
、
糖
尿
病
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な

ど
へ
の
対
策
や
教

育
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

救
急
医
療
に
携

わ
る
中
で
、
高
齢

化
や
医
療
負
担
の

増
大
と
い
っ
た
課

題
に
日
々
直
面
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
会
議
で

は
、
Ｎ
Ｃ
Ｄ
ｓ
が
世
界
的
に

主
要
な
健
康
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識

し
、
そ
の
多
く
が
生
活
習
慣

や
社
会
環
境
に
起
因
し
、
介

入
可
能
で
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

こ
う
し
た
議
論
を
通
じ

て
、
高
齢
化
や
医
療
費
増
加

と
い
っ
た
日
本
の
現
状
も
、

社
会
構
造
変
化
の
「
結
果
」

に
過
ぎ
ず
、
そ
の
根
本
的
対

策
と
し
て
は
若
年
層
か
ら
の

生
活
習
慣
病
や
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
へ
の
予
防
的
介
入
が
不

可
欠
で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
２
０
４
０

年
問
題
の
負
荷
を
軽
減
す
る

た
め
の
現
実
的
な
糸
口
と
な

り
得
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

世
界
で
の
学
び
は
、
日
本

の
医
療
を
客
観
視
す
る
大
き

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
自

ら
体
験
し
、
得
た
知
見
を
国

内
に
還
元
す
る
意
義
は
大
き

く
、
多
く
の
若
手
医
師
に
こ

の
会
議
へ
の
参
加
を
勧
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
機
会
を
下

さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

横
浜
市
立
大
学
附
属
市
民
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー�

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
内
科�

�

岩
本
雄
太
朗
（
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
）

こ
の
た
び
、
同
世
代
の
若

手
医
師
と
の
交
流
、
取
り
組

み
に
つ
い
て
大
変
興
味
が
あ

っ
た
た
め
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

会
議
の
内
容
と
し
て
は
、
日

本
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な

い
「
非
感
染
性
疾
患
（
Ｎ
Ｃ
Ｄ

ｓ
）」
やplanetary 

health

な
ど
、
世
界
的
に
課
題
と
な

っ
て
い
る
テ
ー
マ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｃ
Ｄ
ｓ
に
関
し
て
は
医

師
、
患
者
ど
ち
ら
に
対
し
て

も
予
防
に
関
し
て
の
教
育
が

重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
高
血
圧
患
者
に

対
し
て
の
降
圧
薬
の
強
化
に

関
し
て
医
師
側
は
副
作
用
の

懸
念
、
患
者
側
は
薬
が
増
え

る
こ
と
に
対
し
て
の
抵
抗
が

あ
る
こ
と
に
よ
っ
てClini-

京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
救
急
科�

�

大
江
　
熙
（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
）

cal 
inertia

に
陥
っ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
を
臨
床
の
場
で

は
し
ば
し
ば
経
験
し
ま
す
。

Ｎ
Ｃ
Ｄ
ｓ
予
防
の
重
要
性
を

双
方
が
認
識
す
る
こ
と
で
こ

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
指
導
的
立
場
の

メ
ン
タ
ー
も
不
足
し
て
お

り
、
Ｎ
Ｃ
Ｄ
ｓ
に
関
し
て
の

教
育
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と

も
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
取
り
組

み
と
し
て
Ｎ
Ｃ
Ｄ
ｓ
に
関
し

て
の
学
生
か
ら
の
継
続
教
育

は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
各
国
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
共
有
す
る
こ

と
で
、
課
題
解
決
に
向
け
て

建
設
的
な
議
論
が
で
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

会
議
以
外
の
時
間

で
は
交
流
を
通
し
て

同
世
代
の
医
師
の
働

き
方
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
回

参
加
さ
れ
て
い
た
医
師
は
既

に
世
界
医
師
会
ジ
ュ
ニ
ア
ド

ク
タ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｗ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
）
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
お

り
、
日
々
の
診
療
以
外
に
世

界
が
抱
え
る
医
療
の
課
題
の

解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

お
り
、
尊
敬
の
念
を
抱
く
と

と
も
に
大
変
刺
激
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
変
貴
重
な

機
会
を
賜
り
、
日
本
医
師
会

の
先
生
方
に
は
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
経

験
を
生
か
し
て
今
後
の
診
療

に
励
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

程
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

日本医師会定款第33条、第34条及び第35条第1項の
規定により、副会長1名の補欠選任・選定及び理事1
名の選任（任期は、定款第35条第2項及び同施行細則
第38条の規定により、令和7年10月4日から令和7年度
に関する定例代議員会終結の時までとなります）を
行うため、来る10月4日（土曜）午後1時30分から東
京都文京区本駒込2丁目28番16号日本医師会館におい
て、第160回日本医師会臨時代議員会を開催（いずれ
の役職においても立候補者が定数を超えない場合は、
日本医師会館と各都道府県医師会館をWEB会議シス
テムで結ぶ形で開催）いたします。
つきましては、日本医師会会員の中で上記役員に立
候補しようとする者は、定款施行細則第18条、第20
条及び第22条の規定に基づき、別紙様式により選任
期日の3週間前までに、即ち公示日から9月13日（土曜）
午後5時までの間に、本委員会宛に届け出るようお願
い申し上げます。

記
1.	�立候補しようとする者は、立候補者の氏名、立候補
しようとする役職、医籍登録番号、立候補者の住所、
所属都道府県医師会名及び推薦人（10名以上15名以
内）を記載した立候補届出書（様式1）並びに候補
者経歴表（様式2）を提出して下さい。
2.	�定款施行細則第24条の規定に基づき、候補者は、氏
名、経歴、所信、写真を本会ホームページに掲載す
るよう申し出ることができます。掲載を希望する候
補者は、指定用紙（A4判1枚）をもって、定款施行
細則第18条の規定にある期間内に本委員会宛に申
請して下さい。申請された掲載文及び写真は、その
ままPDFファイル化し、本会ホームページに掲載
いたします。なお、定款施行細則第25条の規定によ
り、掲載文の中で他人の名誉を傷つけ、善良な風俗
を害し、その他品位を損なう文言を記載することは
厳に禁じられています。また、本申し出がない場合
でも、候補者の氏名及び所属都道府県医師会名を本
会ホームページに掲載する場合がございますので、
ご了承下さい。

（参　考）
公益社団法人日本医師会定款（抜粋）

第6章　役員等
（役員等の選任）
第33条　理事及び監事は、本定款の定めるところに
より、本会会員の中から、代議員会の決議によって
選任する。 
2	前項の規定に基づく理事の選任は、役職（会長、副
会長、常任理事及び理事）毎に分けて行う。
3	前項の選任は、得票数の多い順に、定款で定められ
た当該役職毎の員数に達するまでの得票を得たこ
とを条件とする代議員会の決議をもって行う。
4	前2項の規定に基づく理事の選任において、当選人
の数が代議員会の決議要件を欠くために当該役職
の員数に達しないときは、当選人を除く候補者のう
ち、得票数の多い順に、員数に不足する数に1名を
加えた数の候補者をもって、再度、前2項の規定に
基づく理事の選任を行う。なお、再度の候補者を定
めるにあたり、得票数が最も少ない候補者の得票数
が同じであるときは、いずれも候補者とする。
5	第1項の規定に基づく監事の選任は、前2項の規定に
準じて行う。
6	会計監査人は、代議員会の決議によって選任する。
（会長、副会長及び常任理事の選定等）
第34条　会長、副会長及び常任理事は、本定款の定
めるところにより、代議員会の決議によって選定及
び解職する。
2	前項の規定に基づく会長、副会長及び常任理事の選
定においては、前条の規定に基づき選任された理事
をもってそれぞれの候補者とする。
（役員の補欠の選任）
第35条　理事及び監事が任期途中で退任し、又は解
任されたときは、なるべくすみやかに、補欠の選任
を行うものとする。 
2	前項により選任された理事又は監事の任期は、前任
者の残任期間とする。

日本医師会定款施行細則（抜粋）
第3章　役員の選任

（役員選任の細則）
第15条　定款第33条第1項及び第35条の規定に基づく
役員の選任は、本章の定めるところによる。

（選任に関する必要事項の通知）
第16条　選挙管理委員会は、役員の選任にあたっては、
あらかじめ、選任に関する必要な事項について、その
要旨を都道府県医師会長に通知しなければならない。
（選任期日の公示）
第17条　選挙管理委員会は、役員の選任の期日を、
その30日前までに、公示（本会のホームページへ掲
載）しなければならない。
（立候補届出）
第18条　役員の候補者となろうとする者は、会員10
名以上15名以内の推薦を受けて、その選任の期日の
3週間前までに、文書で、その旨を選挙管理委員会
に届け出なければならない。
2	前項の届出は、午前10時から午後5時までの間にし
なければならない。
（経歴表の添付）
第20条　第18条の規定による立候補届出には、経歴
表を添付しなければならない。
（立候補届出書等の様式）
第22条　立候補届出書、経歴表及び候補辞退届出書
の様式は、別紙で定める。
（ホームページへの掲載）
第24条　候補者は、選挙管理委員会に対し、役員の選任
において、候補者の氏名、経歴、所信、写真を、本会ホ
ームページに掲載するよう申し出ることができる。
2	前項の場合、候補者は、選挙管理委員会が指定した
用紙を用いた掲載文及び写真を添えて、選挙管理委
員会の指定する期日までに、文書で選挙管理委員会
に申請しなければならない。
3	選挙管理委員会は、前項の申請があったときは、掲
載文及び写真を、本会ホームページに掲載する。
4	第1項の申し出がない場合であっても、選挙管理委
員会は、候補者の氏名及び所属都道府県医師会名
を、本会ホームページに掲載することができる。
5	掲載の順序は、候補者一覧表の記載の順序による。
（品位保持）
第25条　候補者は、前条第2項の掲載文には、他人の
名誉を傷つけ、善良な風俗を害し、その他品位を損
なう文言を記載してはならない。
（役員の任期の起算）
第38条　役員の任期の起算は、その選任が行われた
時からとする。

日本医師会副会長の補欠選任・選定及び理事の選任に関する公示

公益社団法人日本医師会 選挙管理委員会
（令和7年9月1日）

世界医師会（WMA）
モンテビデオ理事会
           若手医師の会議 参加報告

　日本医師会では今年度より、若手医師の医師会活動への参画支援の取り組
みの一環として、世界医師会（WMA）理事会・総会に併せて開催される医
学部卒後10年以内の医師を対象とした会議に全国6つの地域ブロックの協力
の下、若手会員（医学部卒後10年以内の日本医師会員）を派遣しています。
　そこで、今号では今年4月にウルグアイで開催された、WMAモンテビデオ
理事会に併せて行われた若手医師の会議に参加した2名の若手会員の感想な
どをご紹介します。

右から2人目岩本先生、3人目大江先生

会議に参加した世界の若手医師
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私
の
古
時
計
趣
味
は
、
大

学
生
の
頃
に
ア
メ
リ
カ
の
古

い
懐
中
時
計
を
購
入
し
た
こ

と
に
始
ま
り
ま
す
。
女
性
用

の
金
張
り
の
懐
中
時
計
で
し

た
。
値
段
は
手
頃
で
し
た
が

と
て
も
美
し
く
、
大
変
感
動

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
内う

ち
ぶ
た蓋
に
は
、
最
初
の
持

ち
主
へ
の
献
辞
が
彫
ら
れ
て

お
り
、
裕
福
な
女
性
の
結
婚

の
記
念
に
夫
か
ら
贈
ら
れ
た

も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
古
い
時
計
と
見

れ
ば
手
当
た
り
次
第
に
買
っ

た
時
期
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
だ
ん
だ
ん
興
味
の
方
向

が
固
ま
り
、
今
は
ス
リ
ゲ
ル

と
呼
ば
れ
る
装
飾
的
な
掛
時

計
を
中
心
に
集
め
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ス
リ
ゲ
ル
の

中
で
も
、
日
本
製
の
明
治
時

代
や
大
正
時
代
の
も
の
が
好

み
で
す
。

ス
リ
ゲ
ル
は
側
面
と
正
面

に
ガ
ラ
ス
が
貼
ら
れ
て
い
る

大
型
の
掛
時
計
で
す
。
一
般

的
な
時
計
よ
り
も
高
級
で
装

飾
的
で
、
実
用
品
と
い
う
よ

り
も
見
て
楽
し
む
こ
と
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

私
の
好
き
な
も
の
は
日
本

製
の
古
い
も
の
で
す
。
日
本

製
の
古
い
ス
リ
ゲ
ル
は
、
西

ど
う
も
歳
を
と
っ
て
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
の
受

付
の
私
へ
の
対
応
が
硬
い
と

い
う
か
、
通
り
一
遍
だ
と
い

う
か
、
笑
顔
が
無
い
と
い
う

か
、
ま
あ
、
親
切
で
は
な
い

よ
う
に
感
じ
る
。
お
か
し
い

な
ー
、
私
の
認
識
で
は
、
私

は
そ
れ
な
り
に
紳
士
然
と
し

て
髪
も
そ
れ
な
り
に
生
え
て

い
る
。
若
い
頃
か
ら
教
授
と

間
違
え
ら
れ
る
く
ら
い
だ
。

白
衣
を
着
て
出
掛
け
た
ら
良

い
か
も
知
れ
な
い
。

外
国
へ
行
っ
た
時
も
そ
う

だ
っ
た
。
ホ
テ
ル
で
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
を
並
ん
で
待
っ
て
い

た
際
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
若

い
女
性
は
前
の
人
に
に
こ
や

か
に
応
対
し
て
い
た
。
笑
い

声
も
聞
こ
え
た
。
優
し
そ
う

な
子
で
安
心
だ
な
、
と
思
っ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
私
の
番

に
な
る
と
、
彼
女
の
顔
が
こ

わ
ば
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。

怖
い
顔
を
し
た
東
洋
人
が
来

た
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

私
も
苦
手
な
英
語
を
聞
き
逃

さ
な
い
よ
う
に
と
緊
張
し
て

い
た
の
で
、
き
っ
と
表
情
が

硬
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
私
の
顔
が
井
上
陽
水
に

似
て
い
る
と
思
え
ば
、
そ
の

対
応
も
あ
り
得
る
か
も
（
申

し
訳
な
い
、
井
上
陽
水
殿
の

名
前
を
出
し
て
）。
次
の
ホ

テ
ル
ヘ
行
っ
た
時
も
、
対
応

は
似
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

私
が
偉
い
の
は
、
他
人
を

責
め
る
よ
り
、
自
分
を
変
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う

と
こ
ろ
だ
。
以
来
、
国
内
、

海
外
問
わ
ず
、
で
き
る
だ
け

笑
顔
を
作
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
あ
る
日
、
鏡
の
前
で
笑

顔
を
練
習
し
て
み
た
。だ
が
、

鬼
が
笑
っ
て
も
仏
の
顔
に
は

な
ら
ず
、
た
だ
鬼
が
笑
っ
た

顔
に
な
る
だ
け
だ
と
悟
っ
た
。

先
日
、
と
言
っ
て
も
２
月

だ
が
、
家
内
と
一
緒
に
銀
行

口
座
の
解
約
に
行
っ
た
。
私

は
赤
い
ダ
ウ
ン
に
茶
色
の
ニ

ッ
ト
帽
、
手
袋
を
し
た
、
見

コ
ー
ヒ
ー
が
好
き
だ
。
い

や
、
正
確
に
言
う
と
、
「
気

付
け
ば
コ
ー
ヒ
ー
に
は
ま
り

か
け
て
い
る
」
と
い
う
方
が

し
っ
く
り
く
る
。
数
カ
月
前

ま
で
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ん
て
何

を
飲
ん
で
も
同
じ
。
コ
ン
ビ

ニ
の
コ
ー
ヒ
ー
で
十
分
満
足

し
て
い
た
私
が
、
焙
煎
し
て

い
る
な
ん
て
、
自
分
で
も
驚

い
て
い
る
。

き
っ
か
け
は
、
た
ま
た
ま

子
ど
も
と
訪
れ
た
パ
ン
ケ
ー

キ
屋
さ
ん
。
そ
の
店
は
後
か

ら
知
っ
た
が
、
自
家
焙
煎
を

し
て
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
コ
ー

ヒ
ー
を
出
す
お
店
だ
っ
た
の

だ
。
出
さ
れ
た
お
す
す
め
の

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
は
、
苦
味

よ
り
も
明
る
い
酸
味
が
際
立

ち
、
ま
る
で
柑
橘
系
の
果
物

を
思
わ
せ
る
香
り
が
し
た
。

口
に
含
ん
だ
瞬
間
、
コ
ー
ヒ

ー
の
世
界
が
一
気
に
広
が
っ

た
気
が
し
た
。
「
コ
ー
ヒ
ー

っ
て
、
こ
ん
な
に
華
や
か
で

複
雑
な
ん
だ
」
と
驚
き
、
気

付
け
ば
器
材
を
購
入
し
て
、

自
宅
で
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
を

始
め
て
い
た
。

し
ば
ら
く
は
専
門
店
で
豆

を
買
っ
て
淹
れ
る
だ
け
で
満

足
し
て
い
た
が
、
焙
煎
を
目

の
前
で
見
て
も
、
希
望
ど
お

り
の
焙
煎
度
に
で
き
上
が
っ

て
い
な
い
。
「
こ
れ
な
ら
自

洋
の
同
じ
よ
う
な
時
計
の
影

響
を
強
く
受
け
て
い
ま
す
が

単
純
な
コ
ピ
ー
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
本
製
の
も
の
は
華

奢
で
優
し
い
感
じ
が
し
ま

す
。
慣
れ
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

製
か
日
本
製
か
は
一
目
で
分

か
り
ま
す
。
材
料
や
技
法
も

黒
柿
や
黒
漆
、
拭
き
漆
な
ど

日
本
古
来
の
も
の
が
使
わ
れ

て
お
り
、
彫
刻
な
ど
は
日
本

の
職
人
の
技
術
が
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
説
に
は
古
い

ス
リ
ゲ
ル
の
装
飾
は
仏
壇
職

人
や
欄ら

ん

ま間
職
人
が
作
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
は
鳩
時
計
も
集
め
て

い
ま
す
。
鳥
が
動
い
て
さ
え

ず
る
『
シ
ン
ギ
ン
グ
バ
ー
ド
』

と
言
わ
れ
る
か
ら
く
り
が
付

い
た
鳩
時
計
を
診
察
室
に
掛

け
て
い
ま
す
。
普
通
の
鳩
時

計
の
機
能
に
加
え
、
１
時
間

ご
と
に
鳥
が
動
い
て
さ
え
ず

る
仕
組
み
が
付
い
て
い
ま

す
。
シ
ャ
ー
プ
な
彫
刻
の
時

計
で
、
鳥
の
部
分
に
は
実
物

の
鳥
の
毛
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
鳥
が
さ
え
ず
る
機
能

る
か
ら
に
寒
そ
う
な
お
じ
い

さ
ん
の
格
好
だ
っ
た
。
銀
行

の
鏡
を
見
た
ら
、
井
上
陽
水

が
ニ
ッ
ト
帽
を
被
っ
た
よ
う

な
怖
い
顔
を
し
て
い
た
。
受

付
の
お
姉
さ
ん
が
、
「
お
隣

の
方
は
お
嬢
さ
ん
で
す

か
？
」
と
言
っ
た
。
「
そ
ん

な
わ
け
な
い
だ
ろ
」
と
内
心

ム
ッ
と
し
た
が
、
そ
れ
を
悟

ら
れ
な
い
よ
う
に
笑
顔
で

「
そ
う
で
す
」
と
答
え
た
。

家
内
は
慌
て
て「
違
い
ま
す
、

家
内
で
す
」
と
答
え
て
い
た

が
、
横
を
見
る
と
勝
ち
誇
っ

た
よ
う
な
顔
を
し
て
い
た
。

私
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
男

性
患
者
さ
ん
も
そ
れ
な
り
に

来
る
。
多
く
は
盛
り
上
が
っ

た
シ
ミ
の
相
談
だ
が
、
目
の

下
や
ほ
う
れ
い
線
の
シ
ワ
が

目
立
つ
人
も
い
る
。
そ
う
し

た
患
者
さ
ん
に
は
自
己
多
血

小
板
血
漿
（
Ｐ
Ｒ
Ｐ
）
の
治

療
を
勧
め
て
い
る
。
２
週
間

後
の
再
診
の
際
、
シ
ワ
が
改

善
し
て
若
々
し
く
な
っ
て
い

る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ

れ
以
上
に
表
情
が
柔
ら
か
く

な
っ
て
い
る
の
に
気
付
く
。

そ
う
か
、
顔
の
凹
凸
が
少
な

く
な
る
と
柔
和
に
見
え
る
の

だ
。
「
あ
、
こ
れ
は
怖
い
顔

を
改
善
す
る
の
に
役
立
つ
治

療
だ
」
と
思
い
、
学
会
で
も

発
表
し
た
。

そ
れ
以
来
、
「
先
生
、
私

の
怖
い
顔
を
直
し
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
患
者
が
来
な
い

か
と
毎
日
、
心
待
ち
に
し
て

い
る
。
が
、
今
の
と
こ
ろ
、

ま
だ
現
れ
な
い
。

読
者
の
皆
さ
ん
、
そ
ん
な

顔
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？　

そ
う
、
あ
な
た
で
す
！

分
で
も
焙
煎
で
き
る
の
で

は
？
」
と
い
う
欲
が
湧
い
て

き
た
。
豆
を
も
っ
と
自
分
好

み
に
仕
上
げ
た
い
。
そ
ん
な

思
い
で
、
焙
煎
の
勉
強
を
始

め
た
。

手
軽
に
始
め
ら
れ
る
手
網

の
焙
煎
が
で
き
る
よ
う
に
機

械
、
温
度
計
な
ど
と
一
緒
に

生
豆
を
購
入
。
週
末
、
温
度

を
測
れ
る
よ
う
に
改
造
し
た

手
網
、
生
豆
を
テ
ー
ブ
ル
に

並
べ
、
冒
険
の
始
ま
り
に
胸

を
躍
ら
せ
て
い
た
。

生
豆
は
想
像
以
上
に
素
朴

な
見
た
目
だ
っ
た
。
青
み
が

か
っ
た
緑
色
で
、
ほ
の
か
に

青
草
の
よ
う
な
匂
い
が
す

る
。
こ
れ
が
、
あ
の
香
ば
し

い
コ
ー
ヒ
ー
豆
に
変
わ
る
の

か
と
思
う
と
、
不
思
議
な
感

覚
だ
っ
た
。
動
画
を
見
て
予

習
し
、
意
気
込
ん
で
コ
ン
ロ

に
火
を
付
け
る
。
最
初
は
と

に
か
く
緊
張
し
た
。
火
を
入

れ
始
め
る
と
、
じ
わ
じ
わ
と

豆
が
温
ま
り
、
し
ば
ら
く
し

て
生
豆
特
有
の
青
臭
さ
が
消

え
、
香
ば
し
い
匂
い
が
部
屋

中
に
広
が
っ
て
い
く
。
一
緒

に
い
た
子
ど
も
が
キ
ャ
ラ
メ

ル
の
匂
い
が
す
る

と
興
奮

し
た
よ
う
に
、
自
分
も
豆
の

変
化
が
楽
し
く
て
し
ょ
う
が

な
か
っ
た
。
耳
を
澄
ま
す
と
、

「
パ
チ
パ
チ
ッ
」
と
い
う
音

が
聞
こ
え
る
。
こ
れ
が
「
１

ハ
ゼ
」
と
呼
ば
れ
る
焙
煎
の

山
場
だ
と
知
っ
て
は
い
た

が
、
実
際
に
聞
く
と
感
動
し

た
。
予
習
の
お
か
げ
も
あ
り
、

予
定
ど
お
り
で
煎
り
終
わ
り
、

片
手
扇
風
機
を
当
て
て
豆
を

冷
や
す
。
粗
悪
な
練
習
用
の

豆
で
お
い
し
く
な
い
は
ず
な

の
に
、
な
ぜ
か
煎
り
た
て
の

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
ら
お
い

し
い
。
不
思
議
な
も
の
だ
。

そ
ん
な
試
行
錯
誤
の
中

で
、
私
は
い
く
つ
か
の
こ
と

に
気
付
き
始
め
た
。
ま
ず
、

焙
煎
は
「
レ
シ
ピ
通
り
」
に

で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
。
火
加
減
、
豆
の
状

態
、
室
温
、
焙
煎
器
の
ク
セ
、

全
て
が
絡
み
合
い
、
毎
回
条

件
が
違
う
。
次
に
、
感
覚
を

総
動
員
す
る
作
業
だ
と
い
う

こ
と
。
煙
の
香
り
の
変
化
、

豆
の
色
の
変
化
、
豆
が
弾
け

る
音
。
全
て
を
感
じ
取
る
こ

と
が
、
焙
煎
を
成
功
さ
せ
る

鍵
だ
。
そ
し
て
、
何
よ
り
強

く
感
じ
た
の
は
、
焙
煎
の
魅

力
は
「
不
完
全
さ
」
に
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
ど
ん
な
に

技
術
を
磨
い
て
も
、
農
産
物

は
患
者
さ
ん
が
驚
い
て
し
ま

う
の
で
使
用
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
普
通
の
鳩
時
計
と
し
て

診
察
室
に
掛
け
て
毎
日
使
用

し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
は
置
時
計
も
集

め
て
い
ま
す
。
実
用
品
と
言

う
よ
り
も
装
飾
的
で
変
わ
っ

た
も
の
が
好
き
で
、
可
愛
く

て
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
を
集
め

る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

私
の
医
院
に
は
趣
味
の
古

時
計
を
置
い
て
、
毎
日
眺
め

な
が
ら
診
察
を
行
っ
て
い
ま

す
。
自
分
の
好
き
な
も
の
に

囲
ま
れ
て
仕
事
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
古
時
計

収
集
も
開
業
医
と
し
て
の
仕

事
も
、
で
き
る
だ
け
長
く
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。	

（
一
部
省
略
）

で
あ
る
豆
を
相
手
に
し
て
い

る
限
り
、
完
全
な
再
現
は
で

き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一

期
一
会
の
味
わ
い
に
な
る
。

自
分
が
焙
煎
し
た
豆
を
挽

き
、
淹
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
口

に
含
ん
だ
時
、
た
と
え
理
想

ど
お
り
で
な
く
て
も
、
そ
の

一
杯
が
唯
一
無
二
の
も
の
だ

と
思
え
る
。
市
販
の
豆
で
は

味
わ
え
な
い
、
深
い
満
足
感

が
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
焙
煎
は
手
間
が

掛
か
る
し
、
決
し
て
簡
単
で

は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
私
に

と
っ
て
焙
煎
は
週
末
の
「
小

さ
な
冒
険
」
だ
。
仕
事
や
日

常
の
忙
し
さ
か
ら
離
れ
、
豆

と
向
き
合
う
時
間
は
、
心
を

落
ち
着
け
、
自
分
自
身
を
見

つ
め
直
す
時
間
に
も
な
っ
て

い
る
。
自
分
の
好
み
の
一
杯

を
探
し
続
け
る
。
そ
れ
が
、

私
に
と
っ
て
の
コ
ー
ヒ
ー
の

魅
力
に
な
っ
て
い
る
。

�

（
一
部
省
略
）
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ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

 T.H. Chan
公
衆
衛
生
大
学
院

  

武
見
国
際
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

フ
ェ
ロ
ー
募
集

武
見
国
際
保
健
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
１
９
８
３
年
に
武
見

太
郎
元
日
本
医
師
会
長
の
構

想
で
あ
る
「
医
療
資
源
の
開

発
と
配
分
」
に
着
目
し
た
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
が
、
日
本
医

師
会
の
協
力
の
下
に
同
大
学

公
衆
衛
生
大
学
院
に
設
置
し

た
学
際
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
毎
年
世
界
各
国
よ
り
10

名
程
度
の
中
堅
の
専
門
家
・

研
究
者
が
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て

選
考
さ
れ
、
研
究
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
次
の
と
お
り
フ
ェ

ロ
ー
の
募
集
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
応
募
希

望
者
は
、
日
本
医
師
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
募
集
要

項
を
ご
参
照
の
上
、
期
間
内

に
ご
応
募
願
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格
：
原
則
と
し

て
、
応
募
時
点
に
お
い
て
次

に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た

し
て
い
る
方

（
１
）
40
歳
未
満
の
医
師
ま

募集要項
詳しくは
こちらから

た
は
保
健
医
療
分
野
の
研
究

者（
２
）
日
本
国
籍
を
有
し
、

日
本
在
住
で
あ
る
者

（
３
）
修
士
課
程
を
修
了
し

て
い
る
者

（
４
）
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ 

ｉ
Ｂ
Ｔ

も
し
く
は
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
の
ス

コ
ア
証
明
書
を
提
出
で
き
る

者
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
の

基
準
：
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ 

ｉ
Ｂ

Ｔ
１
０
０
以
上
、
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ

Ｓ
７
・
０
以
上
）

（
５
）
次
に
該
当
す
る
者

①
国
際
保
健
、
公
衆
衛
生
、

医
療
政
策
、
医
療
倫
理
、
社

会
医
学
等
に
関
わ
る
分
野
に

貢
献
す
る
意
思
を
有
す
る
者

②
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
後
、
①

ハーバード大学キャンパスの様子

第
37
回
（
令
和
７
年
度
）

     

健
康
ス
ポ
ー
ツ
医
学
講
習
会

開
催
要
領

◆
主
催
：
日
本
医
師
会

◆
後
援
：
厚
生
労
働
省
（
予

定
）
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
（
予
定
）

◆
日
時
：
〈
前
期
〉
10
月
25

日
（
土
）
・
26
日
（
日
）
〈
後

期
〉
11
月
29
日
（
土
）
・
30

日
（
日
）

◆
受
講
方
法
：
日
本
医
師
会

Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ
ム
。
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
の
動
画
視
聴

に
よ
る
受
講
で
あ
り
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
で
は
な
い
こ
と
に

ご
注
意
下
さ
い
。
講
義
ご
と

に
、
受
講
ロ
グ
並
び
に
視
聴

コ
ー
ド
の
入
力
に
よ
り
出
席

確
認
を
行
い
ま
す
。

◆
受
講
資
格
：
認
定
健
康
ス

ポ
ー
ツ
医
を
希
望
す
る
医
師

◆
受
講
人
数
：
前
期
・
後
期

各
５
０
０
名

◆
受
講
料
：
前
期
・
後
期
そ

れ
ぞ
れ
日
本
医
師
会
員
は
１

０
０
０
０
円
（
税
込
）、
非

会
員
は
１
８
０
０
０
円
（
税

込
）

◆
申
込
方
法
：
日
本
医
師
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

www.med.or.jp/doctor/

work/

）
を
参
照
の
上
、
Ｗ

ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ
ム
ま
た
は

Google

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申

し
込
み
願
い
ま
す
。

◆
申
込
締
切
：
前
期
は
10
月

15
日
（
水
）、
後
期
は
11
月

19
日
（
水
）。

た
だ
し
、Google

フ
ォ
ー

ム
か
ら
お
申
し
込
み
の
方

は
、前
期
は
10
月
８
日（
水
）、

後
期
は
11
月
12
日
（
水
）。

◆
受
講
実
績
：
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ

（
医
師
会
会
員
情
報
シ
ス
テ

ム
）
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
修

了
証
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

前
期
・
後
期
共
に
各
２
日

間
を
部
分
的
に
受
講
す
る
こ

と
（
２
日
間
の
う
ち
１
日
、

半
日
、
遅
刻
、
早
退
等
）
は

認
め
ま
せ
ん
。

◆
認
定
医
申
請
：
前
期
と
後

期
の
両
方
を
修
了
し
た
方

は
、
日
本
医
師
会
認
定
健
康

ス
ポ
ー
ツ
医
の
申
請
が
で
き

ま
す
。

◆
講
習
内
容
：

〈
前
期
〉
「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
概

論
」
「
神
経
・
筋
の
運
動
生

理
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
」

「
呼
吸
・
循
環
系
の
運
動
生

理
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
」

「
内
分
泌
・
代
謝
系
の
運
動

生
理
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効

果
」「
運
動
と
栄
養
・
食
事
・

飲
料
」「
女
性
と
運
動
」「
発

育
期
と
運
動-

小
児
科
系
」

「
中
高
年
者
と
運
動-

内
科

系
」「
発
育
期
と
運
動-

整
形

外
科
系
」
「
中
高
年
者
と
運

の
分
野
で
日
本
医
師
会
の
研

究
活
動
に
依
頼
に
応
じ
て
協

力
で
き
る
者

◆
派
遣
期
間
：
令
和
８
年
８

月
～
令
和
９
年
６
月
（
約
11

カ
月
）

◆
募
集
定
員
：
２
名
ま
で

◆
派
遣
費
用
：
往
復
旅
費
、

滞
在
費
の
一
部
と
し
て
、
１

人
当
た
り
５
０
０
万
円
を
支

給◆
応
募
期
間
：
９
月
１
日

（
月
）
～
11
月
30
日
（
日
）

ま
で

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
国
際
課
（

jmaintl@

po.med.or.jp
）

◆
主
催
：
日
本
医
師
会

◆
日
時
：
10
月
19
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時
25
分

◆
受
講
形
式
：
日
本
医
師
会

Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ
ム
（
以

下
、
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
）
に

よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

◆
受
講
対
象
者
：「
日
医
か

か
り
つ
け
医
機
能
研
修
制

度
」
の
修
了
申
請
を
希
望
す

る
医
師
及
び
か
か
り
つ
け
医

と
な
る
全
て
の
医
師
（
診
療

科
や
主
た
る
診
療
の
場
は
問

い
ま
せ
ん
）
。

◆
受
講
料
：
医
師
会
員
（
郡

市
区
等
医
師
会
に
所
属
）
無

料
、
医
師
会
非
会
員
（
郡
市

区
等
医
師
会
未
加
入
）
１
０

０
０
０
円
（
税
込
）

◆
受
講
人
数
：
２
５
０
０
名

（
先
着
順
）

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
「
肝
臓
病
の
診
断
と
治
療
」

（
竹
原
徹
郎
独
立
行
政
法
人

労
働
者
健
康
安
全
機
構
関
西

労
災
病
院
長
）

日
医
か
か
り
つ
け
医
機
能
研
修
制
度

 

令
和
７
年
度
応
用
研
修
会 

第
２
回

（
Ｗ
ｅ
ｂ
講
習
会
）

・
「
慢
性
腎
臓
病(

Ｃ
Ｋ
Ｄ)

の
診
断
と
治
療
」
（
成
田
一

衛
新
潟
県
健
康
づ
く
り
・
ス

ポ
ー
ツ
医
科
学
セ
ン
タ
ー

長
）

・
「
高
齢
者
肺
炎
の
治
療
と

多
職
種
連
携
」
（
海
老
原
覚

東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科
臨
床
障
害
学
分
野
教

授
）

・
「
か
か
り
つ
け
医
に
必
要

な
骨
粗
鬆
症
へ
の
対
応
」〔
井

上
大
輔
帝
京
大
学
ち
ば
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
長
／
第

三
内
科
学
講
座
主
任
教
授

（
内
分
泌
代
謝
）
〕

・
「
か
か
り
つ
け
医
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
連
携
」

（
木
下
翔
司
東
京
慈
恵
会
医

科
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
医
学
講
座
講
師
）

・
「
事
例
検
討
～
在
宅
医
療

に
お
け
る
連
携
／
認
知
症
を

含
む
マ
ル
チ
モ
ビ
デ
ィ
テ
ィ

へ
の
取
組
～
」
（
織
田
正
道

社
会
医
療
法
人
祐
愛
会
織
田

病
院
理
事
長
、
近
藤
敬
太
藤

田
医
科
大
学
連
携
地
域
医
療

学
助
教
／
豊
田
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
総
合
診
療
科
在
宅
医

療
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

◆
受
講
方
法
：
詳
細
は
お
申

し
込
み
完
了
後
に
Ｗ
ｅ
ｂ
シ

ス
テ
ム
か
ら
自
動
送
信
さ
れ

る
「
応
募
登
録
完
了
メ
ー
ル
」

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
受
講
者
の
端
末
か
ら
Ｗ

ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
に
接
続
し
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
動
画
を
視

聴
し
て
下
さ
い
。

※
た
だ
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

◆
受
講
証
明
：
全
講
義
の
受

講
に
よ
り
①
応
用
研
修
６
単

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

本
年
の
税
控
除
適
用
を
ご
希
望
の
方
は

お
早
め
に
ご
加
入
手
続
き
を！

国
民
年
金
基
金
制
度
で

は
、
税
制
上
、
掛
金
全
額
を

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
課

税
所
得
か
ら
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
は
、
本

年
中
に
納
付
し
た
掛
金
額
が

対
象
と
な
り
ま
す
。例
え
ば
、

９
月
中
旬
ま
で
に
加
入
手
続

き
を
さ
れ
た
場
合
、
９
月
分

（
初
回
分
）
の
引
き
落
と
し

は
11
月
と
な
り
ま
す
が
、
年

度
内
の
「
一
括
納
付
」
を
選

択
さ
れ
た
場
合
、
11
月
時
点

で
来
年
３
月
分
ま
で
の
納
付

動-

整
形
外
科
系
」「
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
と
運
動
」
「
運
動

の
た
め
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ

ッ
ク-

内
科
系
」「
運
動
の
た

め
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク

-

整
形
外
科
系
」

〈
後
期
〉
「
運
動
と
内
科
的
障

害-

急
性
期
・
慢
性
期
」「
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
外
傷
と
障
害

（
１
）
上
肢
」「
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
外
傷
と
障
害
（
２
）
下

肢
」
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
外

傷
と
障
害
（
３
）
脊
椎
・
体

幹
」
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
外

傷
と
障
害
（
４
）
頭
部
」「
運

動
負
荷
試
験
と
運
動
処
方
の

基
本
」
「
運
動
療
法
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン-

内
科
系

疾
患
」
「
運
動
療
法
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン-

運
動
器

疾
患
」
「
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ

ン
グ
」
「
障
害
者
と
ス
ポ
ー

ツ
」「
保
健
指
導
」「
ス
ポ
ー

位
、
日
医
生
涯
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
コ
ー
ド
６
Ｃ
Ｃ
／
６

単
位
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
に
て
受

講
が
確
認
さ
れ
た
講
義
に
対

し
て
単
位
等
が
付
与
さ
れ
、

「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
（
医
師
会
会

員
情
報
シ
ス
テ
ム
）
」
に
受

講
実
績
と
し
て
入
力
さ
れ
ま

す
。受

講
証
明
書
は
、
受
講
日

の
約
２
週
間
後
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ

シ
ス
テ
ム
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
（
受
講
証
明
の

郵
送
は
い
た
し
ま
せ
ん
）
。

◆
申
込
方
法
：
個
別
の
お
申

し
込
み
に
な
り
ま
す
。
申
込

期
間
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
の

サ
イ
ト
（https://seminar.

med.or.jp

）
か
ら
ご
希
望

の
研
修
会
を
検
索
し
て
、「
講

習
会
詳
細
」
へ
進
み
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
及
び
受
講
方
法
等

の
詳
細
を
ご
確
認
の
上
、
お

申
し
込
み
願
い
ま
す
。

※
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
の
「
講

習
会
詳
細
」
に
掲
載
の
『
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
』
を
ご

確
認
頂
き
、
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ

（
医
師
会
会
員
情
報
シ
ス
テ

ム
）
」
に
お
け
る
登
録
情
報

等
の
共
有
に
つ
い
て
ご
同
意

の
上
、
お
申
し
込
み
願
い
ま

す
。

◆
申
込
期
間
：
９
月
25
日

（
木
）
午
後
２
時
～
10
月
14

日
（
火
）
正
午

◆
問
い
合
わ
せ
先
：

①
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
（
お
申

し
込
み
や
ロ
グ
イ
ン
、
視
聴

な
ど
）
に
関
す
る
内
容
：「
日

本
医
師
会
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス

テ
ム
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」〔

050
─

２
０
３
０
─

６
７
３
９

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）〕

②
日
医
か
か
り
つ
け
医
機
能

研
修
制
度
（
修
了
申
請
や
応

用
研
修
の
単
位
取
得
状
況
な

ど
）
に
関
す
る
内
容
：
ご
所

属
（
地
元
）
の
都
道
府
県
医

師
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

③
そ
の
他
：
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ

ム
の
サ
イ
ト
か
ら
ご
希
望
の

研
修
会
を
検
索
し
て
、
「
講

習
会
詳
細
」
へ
進
み
、
「
主

催
者
問
合
せ
」
よ
り
メ
ー
ル

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ま
す
。

特
に
、
本
年
の
税
控
除
適

用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
年

内
の
掛
金
引
き
落
と
し
が
可

能
な
10
月
15
日
（
必
着
）
ま

で
に
加
入
申
出
書
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
基
金
事
務

局
（

０
１
２
０
─

７
０
０

６
５
０
）
ま
で
。
な
お
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
上
で
も
、
資
料
の
ご
請

求
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

加
入
申
出
の
お
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
令
和
７
年

は
、
合
計
７
カ
月
分
を
控
除

対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
仮
に
、
掛
金
の
月
額
上

限
額
６
万
８
０
０
０
円
で
ご

加
入
の
場
合
、
６
万
８
０
０

０
円
×
７
＝
47
万
６
０
０
０

円
が
本
年
の
控
除
対
象
と
な

り
ま
す
。

更
に
、
生
計
を
同
じ
く
す

る
ご
家
族
分
の
掛
金
を
負
担

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
そ

の
分
も
ご
自
身
の
課
税
所
得

か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き

フォト部門
エッセー部門

2025年10月3日㊎を
締め切りとして作品を募集中！

医療従事者も応募可能。奮ってご応募願います。

詳細は公式ホームページをご覧下さい。

9
賞金は最大
30万円

ツ
現
場
で
の
救
急
処
置　

整

形
外
科
系　

内
科
系
」

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
（
受
講

方
法
・
認
定
健
康
ス
ポ
ー
ツ

医
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
）
日
本
医
師
会
健
康
医
療

第
一
課

〔

03
─

３
９
４
２
─

６
１
３

８
（
直
）

ksss@po.med.

or.jp

〕
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